
避難者に関するシナリオ（案）

建物、ﾗｲﾌﾗｲﾝ等の被害、余震 凡例： 経過事象 想定される問題 避難所に係る主な質的な問題 避難所等から応急仮設住宅等へ移行

  ・応急仮設住宅への入居

避難者の発生、避難所を開設 避難所に係る主な質的な問題 要援護者等の二次避難所 プライバシーの確保が困難   ・公営住宅への入居　

断水（水洗トイレの使用困難） への移動 要援護者等の生活支障   ・民間賃貸住宅への入居　　　

耐震化が未完了の避難所が被災 停電（自家発無い場合） 救援物資の大量持ち帰り、盗難騒ぎなど   ・自力仮設住宅の建設　　

食料・救援物資等が不足 避難所生活の継続 避難所でのペットに関する問題   ・従前住宅を応急修理して居住

東京都区部を中心に避難所が不足 場所とり等のトラブルが発生

冬寒く、夏暑く、生活環境悪化 避難所が一部で不足 エコノミークラス症候群発症のおそれ 応急仮設住宅の建設の遅れ（備蓄不足、用地確保等が難航）

要援護者のケアが行き渡らない トイレの使用等の制約が極限に達し、 応急修理が進まず、従前住宅に戻れない

避難所に入りきらず、車中泊が発生 混雑度の高い避難所 特に高齢者や障害者等の健康に支障 自宅から遠く交通の便の悪い応急住宅は入居希望者が少ない

から低い所へ移動 暑さ寒さ、ストレス等により、インフルエンザ

避難所以外のテント村等が発生 や風邪等の蔓延、脱水症状、病状の悪化、 避難所生活の長期化

被災者自らによる 不眠等を訴える人が増加

テント村等が当初認知されず、食料等の配給困難 　自立運営へ（※1） 避難者に係る主な質的な問題

避難所となっている学校では授業再開に支障

交通機関の部分復旧 将来の生活再建への不安や、地域コミュニティの

徒歩帰宅者等が避難所に避難し、避難所が混乱 ライフラインの復旧 崩壊による孤独感の増幅等により、精神的ダメージ

  や健康悪化が深刻化（特に高齢者）

帰省・疎開の開始 帰省・疎開の継続（※2） 一部が居住地へ復帰

※1：避難所の運営は、発災3日後程度以降から施設管理者中心から自治組織中心に移行。被災者自らによる自立した避難所運営が迫られる。

※2：近隣地域への疎開者が出戻り、疎開者数が減少

避難者収容 避難所の開設、救護所の設置、トイレの設置 ● 避難者対応 避難所運営（食料、飲料水、生活必需品等の提供等） ● 用地確保 国有地、公有地の確保、民有地の買取・借上 ● ● ● ●

公共施設や民間施設（保養所等）の避難所としての開放 ● ● ● ● 公共施設や民間施設（保養所等）の避難所としての開放 ● ● ● ● 建設 建設計画の策定 ● ●

屋外避難者のための天幕等の調達・設置 ● ● ホテル・旅館の宴会場等で避難者を受入れ ● 応急仮設住宅を発注し建設 ● ●

ホテル・旅館の宴会場等で避難者を受入れ ● 建物の 応急危険度判定の実施 ● ● ● 維持管理 維持管理 ●

物資や飲料水等を調達して避難者に提供 ● ● 被害把握 被災度区分判定の実施 ● ● ● 入居者へのメンタルヘルスケア等 ●

被害把握 建物・住宅被害の被害把握 ● ● ● ● 罹災証明の発行 ● 入居募集 入居者募集（応急仮設住宅、公営住宅、民間賃貸住宅等） ● ●

公営住宅等の被害把握 ● ● ● 避難者の 帰省・疎開の奨励・あっせん ● ● ● 応急修理 応急修理（都県営住宅、市区町村営住宅、民間住宅等） ● ● ● ●

応急危険度 応急危険度判定の実施本部・支援本部の設置 ● ● ● 移送 災害時要援護者を一次避難所から二次避難所へ移送 ● ● 情報提供等 生活再建等に係る情報提供や相談 ● ●

判定 応急危険度判定の区域等決定、判定士の招集・応援要請 ● ● ● 広域避難支援（避難所不足地域から他地域へ移送） ● ● ● 住宅再建支援 住宅の自力再建支援（低利融資等） ● ● ●

復旧 電力、ガス、水道等のライフラインの応急復旧 ● ● ● 空き状況 公営住宅（都県営住宅、市区町村営住宅等） ● ●

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ボランティアセンターの開設 ● ● の把握 民間賃貸住宅 ● ● ●

★「市区町村」には、一部、被災者本人、ボランティアや市民団体等を含む。 計画調整 応急住宅需要の把握等 ● ●

☆「民間」は、主として、受け入れ施設等の民間施設などを指す。 都県間の広域的な応急住宅等の調整等 ● ●

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ボランティアセンターによる支援（避難所運営等） ● ●

注）発災直後は施設管理者等を中心とした避難所運営となるが、被災者自らも運営に積極的に協力し、自主運営に移行していくとともに、自立していくことが重要
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疎開者数：　約250万人
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避難所生活者数：　発災4日後で約390万人避難所生活者数：　約460万人
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発生後～数日後 １ヶ月後～数日後～１ヶ月後

疎開者数：　発災4日後で約210万人

避難所生活者数：　発災１ヶ月後で約270万人

疎開者数：　発災1ヶ月後で約140万人

資料３


